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市 の 人 口 

52,635人 

男 	25,378人 

女 	27,257人 

世 帯 数 14,644 
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プ
ル
が
入
っ
た
あ
の
日
か
ら
 

今
日
か
明
日
か
と
待
ち
か
ね
た
 

子
ら
の
願
い
と
父
母
の
汗
 

よ
う
や
く
み
の
り
土
の
香
も
 

ま
だ
新
し
き
運
動
場
 

前
夜
の
雨
も
晴
れ
わ
た
り
 

会
場
め
ぐ
ら
す
万
国
旗
 

身
に
さ
わ
や
か
な
風
う
け
て
 

み
ん
な
集
ま
り
魂
入
れ
 

古

い
歴
史
の
伝
統
で
 

子
孫
の
栄
え
野
の
幸
を
 

祈
っ
た
故
事
を
そ
の
ま
ま
に
 

今
に
伝
え
る
文
化
財
 

古
老
の
妙
技
引
継
い
で
 

学
び
の
庭
に
あ
か
あ
か
と
 

浅
井
獅
子
舞
こ
こ
に
在
り
 

今
日
は
自
前

の
祝
舞
だ
 

雄
獅
子
に
雌
獅
子
ォ
ガ
シ
コ
が

秋
空
い
っ
ぱ
い
四
肢
伸
ば
し

と
て
も
児
童
と
見
え
ぬ
技

こ
こ
ろ
は
白
い
雲
と
な
る

獅
子
に
合
わ
せ
た
集
団
演
技

未
来
の
虹
を

さ
な
が
ら
に

と
き
に
明
る
く
た
く
ま
し
く

ま
た
し
な
や
か
に
の
び
の
び
と

み
ご
と
に
花
を
ひ
ら
か
せ
て

わ
が
ふ
る
さ
と
を
証
歌
す
る
 

こ
の
運
動
場
は
子
ら
の
も
の
 

狭

い
校
庭
飛
び
出
し
て
 

走
ろ
う
跳
ね
よ

う
は
つ
ら
つ
と
 

希
望
の
星
に
な
り
き
っ
て
 

さ
あ
思
い
出
を

つ
く
ろ
う
ぜ
 



市
褒
賞

に
葛
西
、
開
米
、
川
崎
 

橘
、
外
崎
、
福
士
、
三
上
氏
 

会
会
長
が
祝
辞
を
、
ま
た

受

賞
者
を
代
表
し
て
福
士
孝

一
氏

が
 
「本
日
の
受
賞
を
心
の
糧
と

し
て
、
今
後
と
も
市
勢
発
展
の

た
め
に
尽
力
し
た
い
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。
 

以
下
、
各
受
賞
者
を
紹
介
し
 

'1 
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昭
和
五
十
九
年
度
の
市
褒
賞
、
 

文
化
褒
賞
の
授
与
式
が
、
十
月

一
日
午
前
十
時
か
ら
市
内
本
町

の
五
松
苑
で
行
わ
れ
、
葛
西
専

造
氏
ら
七
氏
に
市
褒
賞
、
工
藤

哲
美
氏
ら
二
氏
に
文
化
褒
賞
が

そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
受
賞
者
の
夫
人
に
は

内
助
功
労
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

授
与
式
に
は
、
各
受
賞
者
を

は
じ
め
来
賓
と
し
て
こ
れ
ま
で

の
受
賞
者
な
ど
四
十
四
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
 

授
与
式
で
は
、
君
が
代
斉
唱

の
あ
と
、
森
田
市
長
が
受
賞
者

と
夫
人
一
人
一
人
に
表
彰
状
と

褒
章
を
手
渡
し
、「今
日
の
受
賞

を
市
民
と
も
ど
も
心
か
ら
お
祝
 

地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献
 

開
 
米
 
佐
太
郎

氏
（
6
7)
 

農
業
協
同
組
合
の
合
併
を
図
り
永
年
に
わ
た
り
農
業
協
同
組

合
長
を
つ
と
め
農
業
協
同
組
合
の
健
全
な
運
営
に
あ
た
り
地
域

農
業
の
振
興
の
た
め
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
喜

美
さ
ん
 

地
域
の
医
療
奉
仕
に
貢
献
 

川
 
崎
 
亮
 
一

氏
（
5
9)
 

永
年
に
わ
た
り
地
域
医
療
活
動
を
行
う
と
と
も
に
こ
の
間
北

五
医
師
会
長
と
し
て
救
急
医
療
な
ど
を
は
じ
め
地
域
医
療
奉
仕

活
動
の
確
立
の
た
め
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
伴
子

さ
ん
 

市褒賞、文化褒賞授与式 

市 褒 賞 

‘×ノ、 
.' 、 , ' 

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

次
い
で
、
寺
田
市
議
会
議
長
、
 
ま
す
o
 

村
上
純
一
市
表
彰
推
せ
ん
委
員
 

老
人
福
祉
の
向
上
に
貢
献
 

葛
 
西
 
専
 
造

氏
（
7
2)
 

多
年
に
わ
た
り
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ

の
育
成
と
老
人
の
生
き
が
い
創
造
に
つ
と
め
老
人
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 

ソ
キ
さ
ん
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地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献
 

外
 
崎
 
善
太
郎
氏
（
6
7)
 

，
 

農
業
共
済
組
合
の
合
併
を
図
り
永
年
に
わ
た
り
五
所
川
原
市

農
業
共
済
組
合
長
を
つ
と
め
農
業
共
済
制
度
の
円
滑
な
運
営
に

あ
た
り
地
域
農
業
の
振
興
の
た
め
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
と
き
さ
ん
 

b

一
？lI
ー
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、
且
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丁
ー
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ノ
・ー
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．
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一
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］ブ
ー
 
ー
 E
<
6

、
 

市
勢
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
せ
き
さ
ん
 

，
 

・
r
‘「
、，！
 、
 
！
‘
 

多
鐸
‘に
士
た
り
市
掛
ム
ム議
員
と
し
て
識
責
を
全
・
フ
し・
 

多
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し
て
職
責
を
全
う
し
こ
の
間
 

,，
、
、
可
 

【
、
 

【
 
市
謝

ム
ム謝
長
と
し
て
地
方
自
治
の
脹
興
に
奇
与
す
る
と
ン
 

市
議
会
議
長
と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
 

地
域
の
医
療
奉
仕
に
貢
献
 

三
 
上
 
光
 
次

氏
（
6
1)
 

永
年
に
わ
た
り
地
域
医
療
活
動
を
行
う
と
と
も
に
こ
の
間
北

五
医
師
会
長
と
し
て
救
急
医
療
な
ど
を
は
じ
め
地
域
医
療
奉
仕

活
動
の
確
立
の
た
め
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
秋
枝
さ
ん
 

一
．
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■
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．
ニ
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．
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」
■
一
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一
■
」
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一
■
？
■
一
●
一
■
一
■！
●
ニ
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「
露
鷺
（
）
《

競
盤
嚇
 

魯
舞
 

麟
一
議鷺
麟
鷺
難
 ー

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
ー
 

昭
和
五
十
九
年
度
の
「
市
政

懇
談
A
ど
（
後
半）
が
十
月
二
十

六
日
（
金
）
から
十
一
月
一
日
 

（木
）
ま
で
の
間
に
、
市
内
四

会
場
で
次
の
日
程
で
開
か
れ
ま

す
。
 

「
市
政
懇
談
会
」
 
には
、
市

長
以
下
三
役
を
は
じ
め
、
関
係

部
課

（
か
い
）
長
が
出
席
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
問
題
点
や
、
 
 

ご
意
見
ご
要
望
を
拝
聴
し
、
市

政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
 

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
い

で
下
さ
い
。
 

懇
談
会
（
後
半
）
の
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
十
月
二
十
六
日

（
金）
午

後
一
時
三
十
分
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
松
島
 

▽
十
月
二
十
九
日
（
月
）
午

後
一
時
三
十
分
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
 

▽
十
月
三
十
日
（
火
）
午
後

一
時
三
十
分
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
七
和
 

▽
十
一
月
一
日
（
木
）
午
後

一
時
三
十
分
、
市
民
文
化
会
館
 

,
 

、
 

地
方
自
治

の
発
展
に
貢
献
 

橘
 

貞
 
夫
氏
（
磐
 

多
年
に
わ
た
り
五
所
川
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
委

員
長
と
し
て
各
種
選
挙
の
管
理
執
行
業
務
に
つ
と
め
地
方
自
治

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
キ
セ
さ
ん
 

文化褒 賞 

画
壇
に

先
駆
的
役

割
 

工
 
藤
 
哲
 
美
氏
（
4
9)
 

抽
象
画
に
新
境
地
を
拓
き
画
壇
に
新
風
を
送
る
と
と
も
に
国

際
場
裡
に
お
い
て
不
擁
不
屈
の
五
所
川
原
魂
を
発
揮
し
て
郷
土

の
声
価
を
高
め
ま
し
た
。
 

私
学
教
育
の
振
興
に
貢
献
 

下
 
山
 

弘

氏

（5
6)
 

西
北
五
地
域
に
お
け
る
私
学
教
育
の
先
駆
者
と
し
て
学
校
教

育
の
経
営
に
あ
た
り
多
く
の
子
弟
を
教
育
し
郷
土
の
発
展
と
私

学
教
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
美
智
子
さ
ん
 

褒
 
内
助
功
労

章
 
弘
子

さ
ん
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市制施行30周年記念式典会場 

生
ま
れ
育
っ
て
三
十
年
 

盛
大

に
記

念

式

典
 

五
所
川
原
市

制
施
行
三
十
 
体

育
館
に
市
内
外
の
被
招
待
者
、
 
十
年
の
意
義
を
噛
み
し
め
、
新

周
年
記
念
式
典
は
、
秋
晴
れ
の
 

来
賓
な
ど
約
千
二
百
人
が
出
席
 
た
な
時

代

へ
の
総
力
結
集
を
誓

十
月
一
日
午
後
一
時
か
ら
市
民
 

し
て
行
わ
れ
、
生
れ
育
っ
て
三
 
い

合

い
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
「
五
所
川
原
市
民

歌
」
と
「君
が
代
」
 
斉
唱
の
あと
、
 

森
田
市
長
が
、
「
間
も
な
く
到
来

す
る
二
十

一
世
紀
に
向
っ
て
、
 

新
田
開
拓
か
ら
培
っ
た
不
擁
不

屈
の
五
所
川
原
魂
を
発
揮
し
、
 

近
隣
町
村
と
も
協
調
し
な
が
ら

あ
ら
ゆ
る
困
難
を
切
開
き
、
農

商
工
な
ど
諸
産
業
を
盛
ん
に
し
、
 

住
み
よ
い
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
図
り
た
い
」
 
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

次
い
で
、
永
年
に
わ
た
り
地

域
の
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
個

人
二
十
七
人
、
十
三
団
体
の
表
 

市
で
は
、
市
制
施
行
三
十
周

年
を
記
念
し
、
地
域
の
発
展
に

功
労
の
あ
っ
た
次
の
個
人
及
び

団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

〈個
 
人
〉
 

荒
谷
き
く
栗
、
伊
藤
 
武
雄
 
 

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

続
い
て
今
年
成
人
を
迎
え
ら

れ
た
神
浩
、
岩
崎
春
美
さ
ん
の

二
人
か
ら
、
郷
土
の
限
り
な
い

発
展
を
願
う
市
民
憲
章
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
千
代
島
県
出
納

長
（
知
事
代

理
）
、田
沢
衆
議
院

議
員
（
国
会
議

員
代
表
）
、櫛
引

県
議
会
議
員
（
県
議
会
議
長
代

理
）
、福
士
弘
前
市
長

（
県
市長

会
会
長
代
理
）
ら
来
賓
が
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
寺
田
市
議
会
議
長

の
音
頭
で
万
歳
を
三
唱
、
新
生

五
所
川
原
の
門
出
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。
 

小
田
桐
吉
四
郎
、
小
野

清
茂

小
野
 

稔
、
川
浪
 
善
仲

気
田
 
勝
治
、
北
川
 
孫
一

木
村
孝
次
郎
、
斉
藤
 
浩

笹
 
茂
弘
、

清
野
兼
次
郎

高
橋
豊
次
郎
、

田
津
 
多

一
 
 

寺
田
 

清
、
外
崎
 
義
雄
 

長
尾
政
五
郎
、
奈
良
 
勉
 

野
呂
 
甚
助
、
久
末
 
セ
ツ
 

平
川
 
豊
作
、
前
田
 
貢
 

松
川
 
一
男
、
三
浦
 
一
正
 

三
浦
 
柾
一
、
三
橋
栄
三
郎
 

吉
村
嘉
右
衛
門
 

〈
団
 
体
〉
 

浅
井
獅
子
倶
楽
部
 

漆
川
獅
子
舞
保
存
会
 

弘
南
バ
ス
五
所
川
原
営
業
所
従
 

業
員
奉
仕
団
 

五
所
川
原
甚
句
保
存
会
 

五
所
川
原
中
央

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
 

ラ
ブ
 

五
所
川
原
ロ
1
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

五
所
川
原
市
農
業
青
年
会
議
 

五
所
川
原
市
民
謡
協
会
 

敷
島
町
青
年
部
 

社
会
法
人
 
五
所
川
原
青
年
会
 

議
所
 

昭
和
パ
ー
ル
会
 

ち
ど
り
舞
踊
会
 （順

不
同
敬
称
略
）
 

市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
 

表
彰
受
賞
者
 

r
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市民憲章を発表する

岩崎さんと神さん 

五所，順ili制施行30周年記念式典 

● 

新生五所川原の門出を祝い万歳三唱 

曲弾びきを披露する秀栄会のみなさん 	 賑わっていた なつかしの五所川原コーナー 
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五
所
川
原
短
歌
会
 

原
発
の
予
定
地
巡
り
白
糠
の
港
の
漁
船
の
旗
高
く
舞

ふ
 

関
 
喜
代
栄

今
宵
照
る
月
を
眺
め
て
風
鈴
の
音
を
聞
き
つ
つ
酌
む

静
け
さ
よ
 

和
田
 
秀
峰

出
来
島
の
荒
磯
に
建
て
る
砂
防
の
碑
に
成
田
連
治
の

歌
刻
ま
れ
ぬ
 

山
上
 
和
美

ま
ろ
や
か
に
稲
穂
稔
り
て
黄
金
波
風
渡
り
来
て
た
お

ら
た
お
ら
と
 

岩
谷
 
勝
義

次
世
紀
へ
栄
え
ゆ
く
べ
き
こ
の
街
に
朝
め
ぐ
り
来
て

秋
空
広
し
 

小
笠
原
俊
亮

発
鐘
を
ひ
と
つ
鳴
ら
し
て
逃
げ
ま
ど
ふ
子
等
賑
々
し

墓
参
の
タ
べ
 

岩
谷
 
明
雄

自
ら
の
罪
科
を
さ
ら
し
な
に
か
も
追
へ
つ
め
ら
れ
た

る
人
を
哀
れ
む
 

松
本
重
五
郎
 

短
 

歌 

「
半
世
紀
も
の
長
い
間
、
ご

苦
労
さ
ま
」
。十
月
三
日
、
市
中

央
公
民
館
に
結
婚
五
十
年
目
を

迎
え
た
市
内
の
五
十
三
組
の
ご

夫
婦
が
比
席
し
て
合
同
金
婚
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
森
田
市
長
が
、「
半
世
 
 

紀
の
間
、
人
生
の
労
苦
を
と
も

に
味
わ
っ
て
の
歴
史
は
貴
重
な

も
の
で
す
。
今
後
と
も
長
寿
を

保
ち
、
社
会
に
貢
献
し
て
く
だ

さ
い
」
 
と
あ
いさ
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
席
を
回
っ
て
顕
彰
状
と
記

念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

次
い
で
来
賓
の
祝
辞
が
あ
り
、
 

出
席
者
を
代
表
し
、
高
橋
慶
蔵

さ
ん

（七
〇
）
が
 
「こ
れ
か
ら

も
夫
婦
仲
良
く
楽
し
い
人
生
を

送
り
た
い
」
 
と
謝
辞
を述
べ
ま

し
た
。
 

ま
た
、
蒔
苗
米
三
郎
さ
ん

（
 

七
四
）
が
 
「結
婚
五
十
年
の
歩

み
」
と
題
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

結
婚
生
活
に
対
す
る
所
感
を
述

べ
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
出
席
者
た
ち
は
、
 

昼
食
を
と
り
な
が
ら
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、
憩
い
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

顕
彰
さ
れ
た
ご
夫
婦
 

土
岐
金
蔵
・
サ
キ
（
錦
町
）
、
 

小
野
重
五
郎
・
み
ど
り

（
錦
町）
、
 

済
鎗
八
郎

・
ミ
キ
（
大町
）
、秋

元
勝
三
郎

・
ュ
ミ
（
中平
井
町
）
、
 

高
橋
慶
蔵
・
タ
マ
（
敷
島
町
）
、
 

平
山
泰
三
郎

・
か
つ
（
布
屋
町
）
、
 

今
林
政
一

・
つ
ま
（
鳥
森
）
、蒔

苗
米
三
郎
・
ヤ
サ

（
柏
原
町）
、
 

山
崎
千
三
郎

・
ソ
ワ
（
田
町
）
、
 

成
田
治
逸
・
ハ
ル
 （
小曲
）
、前

田
 
貢

・
つ
な
（
漆
川
）
、笹
森
 
 

喜
之
助
・
り
つ
（
水
野
尾
）
、伊

藤
浅

一
・
あ
ぐ
り
（
太
刀
打
）
、
 

須
郷
仁
次
郎
・
チ
エ

（
金山
）
 

岡
田
久
市

・
き
み

（
高
瀬）
、長

尾
一
郎
・
セ
イ
（
鶴
ケ
岡
）
、小

野
善
作
‘
き
み
（
鶴
ケ
岡
）
、小

野
善
七
・
イ
マ

（
藻川
）
、斎
藤

嘉
七
郎
・
は
な
（
梅
田
）
、石
黒

稔

・
ッ
マ
（
梅
田
）
、神
 
由
雄
 

・

ト
キ
（
中
泉
）
、土
岐
恒
四
郎
 

・

ハ
ル

（神
山
）
、小
笠
原
千
代

太
郎
・
さ
た

（神
山
）
、葛
西
金

五
郎
・
ま
さ

（神
山
）
、石
岡
徳

三

・
き
よ
（野
里
）
、石
岡
作
次

郎

・
み
つ
（
野
里
）
、勝
浦
石
太

郎

・
み
さ
（
野
里
）
、斎
藤
多
三

郎

一
よ
ね
（
戸
沢
）
、工
藤
友
衛
 
 

・

ス
ギ

（豊
成
）
、阿
部
秀
四
郎
 

・

キ
サ

（
羽野
木
沢
）
、阿
部
喜

一
郎
・
ナ
ョ

（
羽野
木
沢
）
、阿

部
文
太
郎

・
す
江
（
原
子）
、阿

部
円
次
郎

・
チ
ョ

（
羽
野木
沢
）
、
 

佐
藤
粕
亜
・
ふ
さ

（毘
沙
門
）
、
 

三
上
元

一
・
サ
ク
ラ
（
長
富
）
、
 

笠
井
千
代
吉

・
ま
さ

（
長富
）
、
 

秋
元
由
蔵
・
サ
キ
（
飯
詰
）
、鳴

海
奥
之
進

・
り
東
（
飯
詰
）
、
小

野
七
三
郎
・
ま
つ
重
（
飯
詰
）
、
 

中
谷
哲
夫
・
た
よ
（
飯
詰
）
、柴

田
福
蔵
・
サ
ク
ラ
（
飯
詰
）
、岩

測
由
吉

・
リ
ツ

（
姥
施
）
、
平
山

源
蔵
・
ソ
ョ
（
湊
）
、藤
田
金
作
 

・

み
ち
無
（
姥
落
）
、山
口
大
平
 

・

た
か

（
八
重
菊）
、奈
良
岡
多
 

一
郎
・
ャ
ナ
（
稲
実
）
、平
山
富

作
・
か
ね
（
湊
）
、中
川
兼
蔵
・

タ
ミ

（
七
ッ
館
）
、一
戸
 
斌
・

マ
サ
エ
（
広
田
）
、藤
森
長
吉

・

へ
い
な
い

（川
山
）
、藤
森
長
治

郎
・
い
君
（
川
山
）
、岡
田
又
一
 

・

チ
サ

（
桜
田
）
、
奈
良
要
作

・
 

テ
ル

（
田川
）
 

（
敬
称
略
）
 

1
教
育
振
興
基
金
J
 

F
に
2
0万
円
寄
付
L
 

津
軽
鉄
道
株
式
会
社
代
表
取

締
役
会
長
佐
々
木
啓
二
氏
は
、
 

藍
綬
褒
章
を
受
け
た
記
念
と
し

て
九
月
二
＋
九
日
、（
財）
五
所

川
原
市
教
育
振
興
会
に
二
十
万

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

佐
々
木
氏
か
ら
の
寄
付
は
、
 

今
回
で
七
回
目
と
な
り
関
係
者

か
ら
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
 

m
遇
艦
継
器
獲
 

顕彰状を贈られる金婚夫婦 
五
鵬
縛
m
 

五
十
三
組
が
合
同
金
婚
式
 

目録を渡す佐々木氏（左） 



を身につけよう 
縫 難 交通事故防止市民大会 

五所川原市交通事故防止而氏菱 
守
奏
は
車
奮
中
J
レ
つけ
い
 

交
通
共
、
線

魂

は
噴
 

交通事故の現況を報告する地代所署長 

大 会 宣 言 

昭和59年9月27日 

五所川原市交通事故防止市民大会 

私たち五所川原市民は、人命尊重の精神に徹

し、悲惨な交通事故を防止し、安全で住みよい

郷土を築くため、交通安全運動を力強く展開し

てまいりました。 

しかしながら、最近とくに若年者の飲酒、暴

走運転による死亡事故が続発していることは、 

まことに残念でなりません。 

五所川原市では、かかる事態を厳しく受けと

め、去る 9月17日に「交通死亡事故抑止非常事

態」 を宣言しているところであります。 

私たちは、本日この大会を契機に自から正し

い交通ルールとマナーを身につけ、これを実践

するとともに、交通事故の現状と実態を把握し、 

新たな決意のもとに市民一丸となって交通事故

防止に総力を結集し、また関係機関団体が相互

に連携を密にして交通事故絶滅のために全力を

尽くすことをここに宣言いたします。 

広報ごしょがわら 	 （577号） ⑦ 昭和59年（1984年）10月15日 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期

間
中
の
九
月
二
＋
七
日
、
市
民

文
化
会
館
に
交
通
安
全
協
会
各

支
部
会
員
な
ど
関
係
者
約
五
百

人
が
参
加
し
、
「
交
通
事
故
防

止
市
民
大
会
」
 
が開
か
れ
、
 

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
 

を
身
に
つ
け
、
新
た
な
決
意
の

も
と
に
市
民
一
丸
と
な
っ
て
交

通
事
故
防
止
に
総
力
を
結
集
し

よ
う
と
大
会
宣
言
を
し
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
交
通
事
故
の
犠

牲
者
に
対
し
黙
と
う
を
し
た
あ

と
、
森
田
市
長
が
「
交
通
ル

ー
 

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
人
命
尊

重
の
精
神
に
徹
し
、
市
民
一
人

一
人
が
悲
惨
な
交
通
事
故
問
題

を
か
み
し
め
、
事
故
の
な
い
安
 
 

全
で
明
る
い
市
建
設
を
め
ぎ
し

て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
 
と
あ

い
さ
つ
を
し
、
地
代
所
警
察
署

長
が
交
通
事
故
の
現
況
を
報
告

し
ま
し
た
。
ま
た
、
松
島
町
の

山
形
四
郎
さ
ん
ら
十
一
人
の
交

通
安
全
功
労
者
、
優
良
団
体
、
 

優
良
学
校
等
を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
五

一
中
三
年
の
工

藤
晃
久
君
が
体
験
発
表
し
、
神

泰
幸
青
年
会
議
所
理
事
長
が
大

会
宣
言
を
読
み
あ
げ
ま
し
た
。
 

▽
交
通
安
全
功
労
者

山
形
 
四
郎

（
松島
町
）
 

松
本
柾
五
郎
（
中
平
井
町
）
 

野
呂
 
甚
助

（蓮
 
沼
）
 

福
士
 
孝
一
 （岩
木
町
）
 
 

松
野
 
柾
一
 
（
松野
木
）
 

小
田
桐
秀
則
（
高
 
野
）
 

坂
本
正
夫
美
（
飯
 
詰
）
 

外
崎
奥
志

一
 （
長
 橋
）
 

寺
田
 

昇

（吹
 
畑
）
 

古
川
 
嘉
美

（雛
 
田
）
 

鈴
木
丹
鶴
子

（
原
 子
）
 

▽
優
良
団
体
 

交
通
安
全
協
会
毘
沙
門
支
部
 

卿
川
 
要
 

毘
沙
門
交
通
安
全
母
の
会
 

▽
交
通
安
全
優
良
学
校
 

県
立
五
所
川
原
工
業
高
等
学
校
 

▽
交
通
安
全
協
力
者
 

五
所
川
原
青
年
会
議
所
 

▽
老
人
ク
ラ
ブ
対
抗
無
事
故
 

コ
ン
ク
ー
ル
優
良
団
体
 

柏
 
生
 
会

（
柏
原
町
）
 
 

永
 
楽
 
会

（川
端
町
）
 

寿
 

会

（
中
平井
町
）
 

幾
 
朗
 
会

（幾
島
町
）
 

長
 
寿
 
会

（
前田
野
目
）
 

第
二
長
寿
会

（
前田
野
目
）
 

第
一
長
寿
会

（
高
 野
）
 

第
二
長
寿
会

（
高
 
野）
 

長
 
寿
 
会

（
中
 
泉）
 
 

長
 
生
 
会
（
杉
派
立
）
 

第
二
長
寿
会

（元
 
町
）
 

安
 
楽
 
会

（
鎌谷
町
）
 

幸
 
生
 
会

（川
 
山
）
 

松
 
鶴
 
会

（
松島
町
）
 

八

千

誉
会

（千
鳥
町
）
 

（敬
称
略
）
 

横
綱
に
江
良
君
 

東
北

大
会
で

優
勝
 

市
立
毘
沙
門
小
学
校
六
年
の

江
良
慈
彦
君
は
、
去
る
八
月
一
一

十
三
日
、
中
里
町
で
行
わ
れ
た

第
三
回
東
北
学
童
相
撲
大
会
で

個
人
優
勝
を
し
ま
し
た
。
 

江
良
君
は
、
八
月
四
日
、
 

鯵
ケ
沢
町
で
の
県
大
会
で
も
優

勝
し
て
二
冠
王
と
な
り
、
身
長

一
六
六

m
、
体
重

一
〇
三
加
の

堂
々
た
る
体
で
、
礼
儀
正
し
く
、
 

練
習
熱
心
で
将
来
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

東北学童相撲チャンピオン

になった江良君 



工
事
区
間
で
は
騒
音
等
 
誹

で
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
 

下
水
道
事
業

の
必
要
性

を
ご
理
解
い
た
だ

き
事

故
防
止
等
に
ご
協
力
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
 

59. 10. 12 
59. 12. 25 

59. 10. 12 
59. 12. 10 

59. 10. 12 
59. 12. 20 

工
事
期
間
中
は
、
交
通
 

A
ニ
』
 

渋
滞
で
車
両
の
通
行
や
 
ほ
v山
W？
払
農
一
 

r
 

歩
行
者
に
、
ま
た
夜
間
 

鷺 期 間 

き
続
き
公
共
下
水
道
の

管
渠
工
事

（
別
図
表
示
）
 

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

姦
了
瓦
マ
上
 

市
で
は
、昨
年
に
引
寧
「
潅
」・
一A
 

『・
r
 

罵 

は
一
般
電
気
店
、
カ
メ
ラ
小

売
店
等
で
回
収
函
を
設
け
、
 

回
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
 

含
有
量
が

多

い
ボ
タ

ン
型
水
銀

電
池
は
、
 

使
用
済
後
 

＠
乾
電
池
の
な
か
で
水
銀
 

公
害

3
 

、
ンリ
ー
ズ
 

（
市衛
生
課
）
 

使
用
済
み
乾
電
池

の
回
収
に
ご
協
力

お
願

い
し
ま
す
 

え
な
い
ご
み
」
 
の
収
集日
の

こ
と
で
す
。
）
 

所

へ
出
し

て
下
さ
い
。
 

（
指定
日

と
は
各
町
 

内
の
「
燃
 

願
い
し
ま
す
。
 

⑨
ボ
タ
ン
電
池
以
外
の
筒

型
電
池
、
賛
光
管
な
ど
は
必

ず
「
燃
え
な
い
ご
み
」
に
分

別
し
指
定
日
に
指
定
収
積
場
 

下
水
道
工
事
に
 

ご
協
力
く
だ
さ
い
 

受
講
者
募
集
 

フ
ラ
ン
ス
刺
し

ゆ
う
講
習
会
 

技
術
を
身
に

つ
け
、
就
業
を

希
望
す
る
婦
人
を
対

象
に
初
歩

刺
し
か
ら
応
用
刺
し
ま
で
の
講

習
を
行
い
ま
す
。
 

▽
期
間
 
十
月
二
十

二
日
 

（月
）
か
ら
二
十
三
日
（
火
）
、
 

二
十
五
日
（
木）
、二
十
六
日
（金
）
、
 

二
十
九
日
（
月
）
、三
十
日
（火
）
、
 

の
五
回
実
施
し
ま
す
。
 

▽
時
間
 
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
正
午
ま
で
 

▽
場
所
 
働
く
婦
人
の
家
（
旧

警
察
署
）
 

▽
締
切
り
 
十
月
二
十
四
日
 

（
水
）
 

▽
申
込
み
先
 
働
く
婦
人
の

家
（
廿
三
五
ー
八
八
九
八
番
）
 

▽
▽
持
参
す
る
も
の
 
フ
ラ
ン

ス
刺
し
ゆ
う
針
、
小
バ
サ
、r
I、
 

天
竺
、
さ
ら
し
少
々
で
す
。
 

▽
主
催
 
働
く
婦
人
の
家
、
 

共
催
 
青
森
県
婦
人
就
業
援
助

セ
ン
タ

ー
 

昭和59年（1984年）10月15日 
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康保険制度が変わりました 

戸 

10月 1 日から健康保険制度が変わりました

主な改正点は次のとおりです。 

病院などの窓口で支払う一部負担の額 

い ま ま で 改 正 後 

①サラリーマン 

（給与所得者） 

外来＝三初診に800円 

入院=1日に付き5加円 

診療のたびにかか

った額の1割 

②①の家族 
外来＝＝かかった額の3割
入院一かかった額の 2割 

変わらず 

③自営業など国民
健康保険に加入
している人 

かかった額の 3割 変わらず 

④退職サラリーマン かかった額の 3割 かかった額の 2割 

⑤④の家族 かかった額の 3割 
外来一かかった額
の3割 入院＝＝か

かった額の 2割 

患者が 1 か月に支払う最高限度額 

いままで 改正後 

般 51,000円 変わらず 

低所得者 

市町村民税の非課 
税者、生活保護を 
受けている人 

サラリーマン・・・15,000円 

自営業 	39,000円 
30,000円 

この一部負担の最高限度額については、新たに次のこ

とが定められました。 

①1世帯で3万円以上（低所得者は 2万1千円以上）か

かった人が複数いるときは、合算して適用されます（例

えば1か月の医療費が母3万円、子5万円のとき、合計

金額8万円と最高限度額との差額は戻ってきますJ 

② 1世帯で最高限度額を超える支払いが、 1年に 4回

以上あったときは、 4回目からの最高限度額は 3万円に

なります（低所得者は 2万1千円）。 

③血友病など、長期で高額の療養者の最高限度額は1 

万円です。 
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⑨ 昭和59年（1984年）10月15日 	 広報ごしょがわら 	 （577号） 

市営住宅の入居者募集 
広 田 団 地 

⑥ このたび市では、下記の要項により市営住宅の入居者を募集い 

たします。 
(1）募 集 期 間 10月24日から11月7日まで 

(2) ス、居 予 定 12月24日以降（予定） 

(3） 入居者の選考 市営住宅管理条例第9条の規定により実態調 

査を行い、市営住宅入居者選考委員会に図って決定します。 
(4) 建設場所及び種別 広田団地（みどり町2丁目地内） 

種別 構造 募戸
 
集
数
 

規 	模 1床
 
戸
面
 
当
積
 

家 賃 
（子定） 

敷 金 

第
 
2
 種
 

相
4
階
建
  

6 丁押入、 6 丁 

24 4.5丁押入、台所
浴室、物置 70.  12 

円 

28,000 

家賃の 

3 カ月分 
物入、ホ―ル 

⑥ 入居資格は、下記のとおりです。 

(1） 現に同居し、または同居しようとする親族がある方 

(2） 市内に住所または勤務場所を有する方 

(3） 住宅に困っている方 

(4） 市税等を滞納していない方 
(5） 政令で定める次の基準の収入のある方 

橿別 嘉さ讐, 0 人 1 人 2 人 3 人 ‘ 人 5 人 

第 2 種 
（月顧） 
87,000円以下 

円
卿
 

鵬
  

円
勤
 

円
卿
 

笥
  

円
卿
  

9
4
9
 

 

円
  3

 
3
1
 

，・
 
皿
 

円 
3, 680,叩1 

※ 収入基準の額は各種控除後の月収全額で粗収入の年収金額に 

換算したものです。 

⑥ 申込手続書類（各1部） 
(1） 入居申込書 

(2） 所得金額計算書（給与所得者は昭和58年分源泉徴収票、給与
以外の所得者は昭和58年分所得証明書を添付することJ 

(3） 住民票の謄本（婚約中の人は、双方の住民票） 

(4） 市税等を滞納していない証明書（源泉徴収票添付者は不要） 

(5） 婚約者は、婚約証明書 
⑥ 申 込 先（申込用紙交付場所） 

市建築住宅室 住宅係（”⑩21 1 1 内線242) 
⑥ その他の注意事項 

(1） これまで空家住宅入居申込書を提出された方でも新規募集で
すのであらたに申込んでください。 

(2） 申込書等は本人が持参してください。 
(3） 申込書には、現住所、連絡先、電話番号等を明確に書いてく

ださい。 

市税納期内完納にご協力を 
10月31日は、市（県）民税の三期が納期限となつて 

おります。 

滞納や納付もれはありませんか。 

滞納されている方は、なるべく早く納付してくだ 

さるようお願いします。 	 （市収納課） 

,
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ノー、  五所川原市民総合文化祭協賛 

ー．， 電話のつながるしくみ

みてみませんか 

11月3日田午前ゆ時から午後3時まで 

主催 五所川原電報電話局・五所川原電話中継所
後援 五所川原電信電話ユーザ協会 
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いよいよ文化祭の季節となりました。市の文化団体による 

総合発表会がありますので、ご家族おそろいでおいで下さい。 

市文化振興会議 

月 	日 時 	間 会 場 行 	事 団 体 名 

10 月 28 日 8 】 30-15 :30 中央公民館 第21回県下川柳大会 川柳岩 木吟社 

10月30日～ 
11月 3日 9 : 00-16: 00 中央公民館 菊 花 展 示 会 五所川原晩香会 

11月 2日 

~ 3日 
g : 00-16 : 00 中央公民館 

書 道 展 示 会 五所川原書道会 

盆 栽 展 示 会 五所川原盆栽会 

盤 景 展 示 会 五所川原紫操会 

絵 画 展 示 会 五所」源チャ チル会 

華 道 展 示 会 華 道 池 の 坊 

華 道 展 示 会 華 道 遠 州 流 

実用趣味の木彫 和 	交 	会 

老人クラフ趣末作品展示会 市老人クラブ連合会 

染色作品展示会 染 色 研 究 会 

11月 3 日 9 : 00-16 : 00 中央公民館 市 	民 	茶 	会 
茶道表干家、茶道裏干家 
煎茶方円流、茶道遠州会
茶道大日本茶道学会 

11 月 3 日 

ii: 00-12 : 00 

中央公民館 

事曲（琴）発表会 松 	葉 	会 

12: 05-13: 05 民謡手踊発表会 五所川原民謡協会 

13: 10-14:10 筆曲（琴）発表会 木 	の 	実 会 

14 :15-15:15 詩 吟 発 表 会 五所川原吟味会 

11月 4 日 9 :30-19 : 00 中央公民館 謡 	曲 	大 	会 五所川原宝生会 

11 月 4 日 9 :t30-17 】o0 市民文化会館 第24回県下俳句大会 五所川原俳句会 

11月 11日 9 : 00-17 : 00 中央公民館 第24回県下短歌大会 五所川原短歌会 

11月 11日 10: 00-15 :30 中央公民館 植物研究発表会 津軽植物の会 

12 月 8 日 16: 30-20:30 市民文化会館 合 唱 団 発 表 会 五所川原合唱団 

11 月 3 日 13: 00-16:00 中央公民館 市内文化碑めぐり 若山牧水歌碑他 

みんなの教室 

展示発表会を開催 
市中央公民館では「みんなの教室」 を開催しでいますが、その学 

習成果を発表するため 「展示発表会」 を開催します。 

隣り近所おさそい合わせのうえ、多数おいでください。 

レとき 10月25日～26日 

レ種目 

洋裁、生花、ちぎり絵、書道、日本舞踊、作法、茶道、着付、 

料理、コーヒー、スポーツ。 

乳幼児の健康診査 

Il 	齢 対 象 児 と 	き 

3 ケ月児 S 59年7月生まれ 11月13日 

6 ケ月児 S 59年 4 月生まれ 11月20日 

1 歳児 S 58年10月生まれ 11月26日 

1歳 6 ケ月児 S 58年 5月生まれ 11月27日 

3 歳児 S 56年7月生まれ 11月15日 

街頭献血にご協力を 

午 	前 年 	後 

5
  

国鉄五所川原駅前 

10 : oO-12 : 00 

五所川原電報電話局 

1 	: 30一1 4 	: 00 

13 
大町レストラン 

藤吉郎前 
10 : oo ～一 u : 00 

漆川日立入間電子
五所川原工場 

12: oo一1 4 	: 00 

テレビ・防災 

キャンペーン 

青森放送（RAB）毎週木曜日10 】 45~ 10 】 50 

放送日 ご存じですか一防災ミニ百科一 

10/18 救急編 三角布の使い方 

10/25 ク まず冷せノやけどの処置 

11/1 火災編 放火魔に狙われた 

11/18 ク マナーの悪さが火を招く 

議
隣
レ
レ
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